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●
は
じ
め
に

　

移
民
労
働
者
の
処
遇
を
め
ぐ
り
、
二

〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
間
の
対
立
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
移
民
労
働
者
、
と

く
に
越
境
す
る
非
熟
練
労
働
者
の
数
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
地

域
で
は
、
域
内
の
労
働
者
移
動
に
お
い

て
送
出
国
と
受
入
国
が
同
居
し
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
は
域

内
の
送
出
国
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
は
域
内
の
受
入

国
で
あ
る
。

　

送
出
国
と
受
入
国
は
移
民
労
働
者
に

対
す
る
立
場
の
違
い
か
ら
、
そ
の
利
害

が
対
立
し
や
す
い
。
送
出
国
は
、
自
国

の
雇
用
改
善
が
み
ら
れ
な
い
な
か
、
移

民
労
働
者
の
送
金
が
外
貨
獲
得
の
重
要

な
手
段
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
積
極
的

に
労
働
輸
出
を
促
進
す
る
一
方
、
自
国

の
労
働
者
の
待
遇
改
善
な
ど
人
道
的
配

慮
を
受
入
国
に
要
請
す
る
。受
入
国
は
、

自
国
の
経
済
発
展
の
た
め
に
は
移
民
労

働
者
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
が
、
自
国
民
の
雇
用
を
守

る
必
要
も
あ
り
、
景
気
の
調
整
弁
と
し

て
移
民
労
働
者
を
管
理
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
受
入
国
は
、
移
民
労

働
者
の
急
増
が
自
国
社
会
に
与
え
る
社

会
的
・
政
治
的
影
響
を
懸
念
し
、
送
出

国
に
規
制
強
化
を
求
め
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
は
、
移
民
労
働

者
の
な
か
で
も
非
熟
練
労
働
者
の
処
遇

に
つ
い
て
、
送
出
国
と
受
入
国
が
対
立

し
て
い
る
。
と
く
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

就
労
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
労
働
者

は
、
賃
金
未
払
い
や
雇
用
主
か
ら
の
暴

力
な
ど
、
劣
悪
な
雇
用
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
と
さ
れ
、こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、

両
国
関
係
は
た
び
た
び
悪
化
し
て
い

る
。

　

利
害
が
対
立
す
る
移
民
労
働
者
問
題

に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。本
稿
で
は
、

移
民
労
働
者
、
と
く
に
非
熟
練
労
働
者

の
移
動
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
力

の
現
状
と
課
題
を
論
じ
る
。

　

な
お
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
文
書
で

は
「
移
民
労
働
者
」（m

igrant w
ork-

er

）
や
「
熟
練
労
働
者
」（skilled

 la-

bor

）
は
登
場
す
る
が
、「
非
熟
練
労

働
者
」（low

-skilled
 labor

）
と
い

う
用
語
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
移

民
労
働
者
に
関
す
る
合
意
文
書
を
み
る

か
ぎ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
場
合
、
移
民

労
働
者
と
は
実
質
的
に
は
「（
越
境
す

る
）
非
熟
練
労
働
者
」
を
意
味
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え

本
稿
で
は
、
非
熟
練
労
働
者
を
移
民
労

働
者
の
主
な
労
働
形
態
と
と
ら
え
て
議

論
す
る
。

●
経
済
統
合
と
熟
練
労
働
者

　

本
題
に
入
る
前
に
、
協
力
の
方
向
性

と
方
法
に
お
い
て
、
非
熟
練
労
働
者
の

そ
れ
と
対
照
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

熟
練
労
働
者
の
越
境
移
動
に
関
す
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
力
を
紹
介
す
る
。
そ
の

協
力
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
を

深
化
さ
せ
る
必
要
性
か
ら
自
由
な
越
境

移
動
を
奨
励
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
二
〇
一
五
年

を
目
処
に
、政
治
安
全
保
障
共
同
体（
当

初
は
、
安
全
保
障
共
同
体
）
と
経
済
共

同
体
、
社
会
文
化
共
同
体
と
い
う
三
つ

の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
合

意
し
、「
青
写
真
」（blueprin

t

）
と

よ
ば
れ
る
行
動
計
画
を
策
定
し
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
経
済

共
同
体
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合

の
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
経

済
危
機
を
受
け
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

は
、
経
済
統
合
を
深
化
さ
せ
る
必
要
性

で
一
致
し
、「
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
・
投

資
の
自
由
な
移
動
、
資
本
の
よ
り
自
由

な
移
動
、熟
練
労
働
者
の
自
由
な
移
動
」

を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合

で
は
、
労
働
者
の
自
由
な
越
境
移
動
を

認
め
る
も
の
の
、
そ
の
形
態
が
熟
練
労

移
民
労
働
者
問
題
を
め
ぐ
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ジ
レ
ン
マ

鈴
木
早
苗

分析リポート
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働
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

経
済
共
同
体
の
青
写
真
で
は
、「
専
門

家
（profession

als

）
お
よ
び
熟
練

労
働
者
（skilled

 labor

）
に
対
す
る

査
証
や
労
働
許
可
証
の
発
給
を
促
進
す

る
」
と
明
記
さ
れ
た
（
参
考
文
献
①
）。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
加
盟
諸
国
が

特
定
分
野
の
専
門
家
に
つ
い
て
「
相
互

認
証
協
定
」
を
締
結
す
る
こ
と
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
相
互
認
証
協
定
と
は
、

送
出
国
に
お
け
る
資
格
認
証
を
前
提
と

し
て
実
務
経
験
な
ど
の
一
定
の
条
件
を

ク
リ
ア
し
た
う
え
で
、
受
入
国
の
資
格

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
取
り

決
め
で
あ
る
。
対
象
分
野
は
、
協
定
締

結
順
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス（
二
〇
〇
五
年
）、看
護
サ
ー
ビ
ス（
二

〇
〇
六
年
）、
測
量
技
師
・
建
築
サ
ー

ビ
ス
（
二
〇
〇
七
年
）、会
計
監
査
サ
ー

ビ
ス
・
医
師
・
歯
科
医
（
二
〇
〇
九
年
）

で
、
今
後
拡
大
し
て
い
く
見
込
み
で
あ

る
。

　

資
格
基
準
に
つ
い
て
は
、
送
出
国
で

当
該
専
門
家
の
資
格
を
取
得
し
、
数
年

の
実
務
経
験
が
あ
る
こ
と
が
基
本
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
実
務
経
験
に
つ
い
て

は
年
数
を
規
定
し
て
い
る
分
野
も
あ

る
。
た
と
え
ば
看
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

申
請
時
に
三
年
以
上
の
実
務
経
験
が
必

要
で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
ま
た
、

受
入
国
で
の
業
務
形
態
を
規
定
し
て
い

る
分
野
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
独
立
し

た
形
態
（
自
営
）
で
は
な
く
、
受
入
国

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
の
共
同
業
務
と
し
て

の
み
認
め
ら
れ
る
（
参
考
文
献
③
）。

受
入
国
の
認
可
機
関
は
、
労
働
者
に
対

す
る
監
督
・
管
理
業
務
も
担
う
。
ま
た
、

相
互
認
証
制
度
の
管
理
や
運
営
、
制
度

改
革
に
つ
い
て
の
協
議
機
関
と
し
て
、

加
盟
各
国
の
所
轄
機
関
か
ら
構
成
さ
れ

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
合
意
を
め
ぐ
る
一
般

的
な
問
題
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
相
互
認
証
協
定
の
締
結
は

進
む
も
の
の
、
そ
の
履
行
は
期
待
ど
お

り
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

（
参
考
文
献
④
）。
背
景
に
は
、
協
定
の

実
効
性
が
受
入
国
の
裁
量
に
依
存
す
る

部
分
が
大
き
い
こ
と
が
あ
る
。
協
定
を

締
結
す
る
一
方
で
、
受
入
国
が
入
国
規

制
や
各
種
の
国
内
措
置
を
実
施
す
る
場

合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
税
制
措
置
な
ど
を
通

じ
て
、
高
度
人
材
の
受
入
れ
を
事
実
上

制
限
す
る
政
策
を
実
施
し
た（Jakarta 

P
o
st, 2

 M
arch, 2

0
1
0

）。
こ
う
し

た
受
入
国
の
措
置
に
つ
い
て
送
出
国
は

経
済
統
合
の
進
展
を
阻
む
も
の
と
し
て

反
発
し
て
い
る
。

　

熟
練
労
働
者
に
限
定
し
て
自
由
な
越

境
移
動
を
認
め
る
点
や
、
相
互
認
証
協

定
の
履
行
の
遅
れ
な
ど
を
ふ
ま
え
る

と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
経
済
統
合

の
深
化
と
い
う
目
標
の
も
と
に
少
な
く

と
も
表
向
き
は
（
熟
練
）
労
働
者
の
自

由
な
移
動
を
奨
励
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
、
非
熟
練
労
働
者
を
主
な
形
態

と
す
る
移
民
労
働
者
に
関
す
る
協
力
と

比
較
し
た
場
合
、
そ
の
協
力
の
方
向
性

や
方
法
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
次

に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
移
民
労
働
者
に

関
す
る
協
力
で
は
、
自
由
な
越
境
移
動

よ
り
も
そ
の
待
遇
改
善
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
送
出
国
・
受

入
国
が
激
し
く
対
立
し
て
い
る
た
め
、

相
互
認
証
協
定
に
類
す
る
よ
う
な
ル
ー

ル
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

●
協
力
の
背
景

　

移
民
労
働
者
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
協
力
が
開
始
さ
れ
る
背
景
に
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
と
、
越
境
す
る
非
熟

練
労
働
者
の
急
増
に
と
も
な
い
送
出
国

の
不
満
が
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
が
あ

る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
は
、
政
治
安
全

保
障
と
経
済
、
社
会
文
化
共
同
体
の
三

本
柱
か
ら
成
る
。
も
と
も
と
共
同
体
を

構
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ア
ジ

ア
通
貨
経
済
危
機
を
受
け
て
経
済
統
合

を
深
化
さ
せ
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た

か
ら
で
あ
り
、
経
済
共
同
体
が
そ
の
要

だ
っ
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
学

の
た
め
に
、
政
治
安
全
保
障
と
社
会
文

化
の
領
域
ま
で
共
同
体
の
範
囲
を
拡
大

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

経
済
共
同
体
に
お
い
て
熟
練
労
働
者

の
自
由
な
移
動
が
奨
励
さ
れ
る
一
方

で
、
非
熟
練
労
働
者
の
移
動
に
つ
い
て

は
実
質
的
に
「
移
民
労
働
者
の
人
権
保

障
」
と
い
う
形
で
政
治
安
全
保
障
共
同

体
の
領
域
に
お
い
て
協
力
が
開
始
さ
れ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
民
主
化
し

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
民
主
主
義
の
推
進

や
人
権
保
障
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
行
動
計
画
で
は
、
女
性
お

よ
び
児
童
と
な
ら
ん
で
、
移
民
労
働
者

の
人
権
保
障
に
取
り
組
む
こ
と
が
謳
わ

れ
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

も
う
ひ
と
つ
の
背
景
は
送
出
国
の
不

満
が
蓄
積
し
た
こ
と
で
あ
る
。と
く
に
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
増
加
し
た
非
熟
練

労
働
者
の
越
境
移
動
は
、
正
規
の
手
続

き
を
経
ず
に
（
い
わ
ゆ
る
不
法
入
国
・

滞
在
）
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
正
規

の
手
続
き
に
は
時
間
や
費
用
が
か
か
る

う
え
に
、
不
法
入
国
を
手
助
け
す
る
斡

旋
業
者
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
た
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め
で
あ
る
。
そ
う
し
た
労
働
者
は
、
受

入
国
で
適
切
な
処
遇
を
さ
れ
な
い
こ
と

が
多
く
、
送
出
国
側
の
不
満
も
高
ま
っ

て
い
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
は
一
九
九
六
年
の
外
相
会
議

で
懸
念
を
表
明
し
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

こ
の
問
題
が
国
家
間
対
立
の
形
で
具
体

化
し
た
の
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
対
立
で
あ
る
。

　

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
経
済
危

機
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
へ
入
国
・
滞
在
す
る
非
熟
練
労
働

者
が
急
増
し
た
。
そ
の
多
く
は
非
正
規

で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
二
〇

〇
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
労
働
者
を

本
国
に
送
還
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。

ま
た
二
〇
〇
二
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
労
働
者
の
雇
用
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
労
働
者
と
家
政
婦
に
限
定
し
、
就
労

期
間
も
最
大
五
年
間
と
す
る
な
ど
の
人

数
制
限
や
、
不
法
滞
在
者
に
対
す
る
罰

則
規
定
を
強
化
し
た
改
正
移
民
法
を
国

会
に
上
程
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
労
働
者
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
の
激
し
い
反
感
を
買
っ
た
だ
け
で

な
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
部
業
界
に
深

刻
な
人
手
不
足
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の

た
め
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
建
設
業
と

製
造
業
に
お
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の

雇
用
を
認
め
る
と
し
て
一
部
政
策
を
転

換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

⑧
）。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
一
斉
摘
発

前
の
恩
赦
措
置
（
罪
に
問
わ
ず
帰
国
を

許
可
）
も
講
じ
た
が
、
そ
の
効
果
は
限

定
的
だ
っ
た
（Jakarta P

o
st, 1

 

F
ebruary, 2

0
0
5

）。

　

二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
九
年
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
両
国
は
、
休

暇
制
度
の
整
備
や
仲
介
手
数
料
の
給
料

天
引
き
中
止
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
家

政
婦
の
待
遇
改
善
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
す
る（
参
考
文
献
⑨
・
⑩
）。
し
か
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
希
望
す
る
最
低

賃
金
制
度
の
導
入
が
見
送
ら
れ
る
な

ど
、
覚
書
の
内
容
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

に
不
満
を
残
す
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
覚
書
締
結
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
労
働
者
に
対
す
る
賃
金

未
払
い
問
題
や
雇
用
主
・
警
察
に
よ
る

暴
行
・
殺
人
事
件
が
頻
繁
に
発
生
し
た

（Ja
ka
rta
 P
o
st, 2

1
 A
u
gu
st,  4

 

S
ep
tem
b
er, 2

0
0
7
, 3
1
 A
u
gu
st, 

2
0
0
9
; 

参
考
文
献
⑨
）。
こ
う
し
た
事

態
を
受
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
マ

レ
ー
シ
ア
へ
の
労
働
者
派
遣
を
一
時
停

止
す
る
と
表
明
す
る
一
方
（
参
考
文
献

⑩
）、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
二
〇
〇
八

年
の
経
済
危
機（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）

を
受
け
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
禁
止

措
置
を
取
る
な
ど
（Jakarta P

o
st, 

2
7
 F
ebruary, 2

0
0
9

）、
移
民
労
働

者
の
雇
用
環
境
を
め
ぐ
る
対
立
が
先
鋭

化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
治
安
全
保
障
共
同

体
を
推
進
す
る
立
場
に
加
え
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
労
働
者
の
送
出
国
と
し
て
不

満
を
た
め
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
、
移

民
労
働
者
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協

力
が
開
始
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

●
利
害
対
立
と
妥
協

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
移
民
労
働
者
に

つ
い
て
協
力
を
開
始
し
た
。
た
だ
し
、

そ
の
協
力
は
、
相
互
認
証
協
定
の
よ
う

な
法
的
位
置
づ
け
の
あ
る
ル
ー
ル
を
作

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
拘
束
力
の
な

い
宣
言
を
発
表
し
て
、
各
国
に
取
り
組

み
を
促
す
と
い
う
形
か
ら
始
め
ら
れ

た
。

　

当
初
、
政
治
安
全
保
障
共
同
体
の
領

域
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
移
民
労
働
者
の

人
権
保
障
と
い
う
問
題
は
、
労
働
者
の

雇
用
環
境
の
改
善
な
ど
の
問
題
と
合
わ

せ
て
社
会
文
化
共
同
体
の
領
域
で
も
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
同
様
、
送
出
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
も

移
民
労
働
者
の
雇
用
環
境
の
改
善
や
福

祉
の
向
上
な
ど
取
り
組
む
こ
と
に
積
極

的
だ
っ
た
。

　

こ
の
両
国
が
主
導
し
て
発
表
さ
れ
た

の
が
、
二
〇
〇
七
年
の
「
移
民
労
働
者

の
権
利
保
護
と
促
進
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
宣
言
」
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑪
）。

社
会
文
化
共
同
体
の
青
写
真
で
は
こ
の

宣
言
の
履
行
を
進
め
る
こ
と
が
ひ
と
つ

の
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
①
）。
こ
の
宣
言
で
は
、
移
民

労
働
者
の
受
入
国
と
送
出
国
に
求
め
ら

れ
る
取
り
組
み
が
列
記
さ
れ
て
い
る

（
表
1
）。
送
出
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
こ
の
宣
言
の
発
表

を
主
導
し
た
た
め
、
そ
の
内
容
は
、
受

入
国
に
よ
り
多
く
の
取
り
組
み
を
要
求

す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
送
出
国
も
、
宣
言
の
内
容

を
詰
め
て
い
く
過
程
で
受
入
国
で
あ
る

マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
一
定

の
譲
歩
を
迫
ら
れ
た
。
第
一
に
、
一
般

原
則
と
し
て
、
受
入
国
の
主
権
尊
重
が

謳
わ
れ
た
。
宣
言
で
は
、「
受
入
国
の

国
内
法
や
規
則
、
政
策
の
適
用
を
妨
げ

な
い
」
と
あ
る
。
ま
た
、
表
1
に
挙
げ

ら
れ
た
受
入
国
の
取
り
組
み
の
な
か
で

「
公
正
か
つ
適
切
な
雇
用
、
賃
金
、
住

環
境
の
確
保
」と
い
う
文
言
は
、マ
レ
ー

シ
ア
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

用
意
し
た
草
案
で
は
「
無
差
別
か
つ
平

等
な
雇
用
、
賃
金
、
住
環
境
の
確
保
」

と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
普
遍
的
な
人
権

保
障
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
っ
た
が

移民労働者問題をめぐるＡＳＥＡＮのジレンマ
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マ
レ
ー
シ
ア
の
反
対
に
よ
り
修
正
を
迫

ら
れ
た
（P

hilippine D
aily Inquir-

er, 1
3
 Jan
uary, 2

0
0
7

）。

　

第
二
に
、
こ
の
宣
言
で
は
非
正
規

（un
d
ocum

en
ted

）
移
民
労
働
者
は

対
象
に
な
ら
な
い
点
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
一
九
九
〇
年
に
採
択
さ
れ
、
二
〇

〇
三
年
に
発
効
し
た
「
す
べ
て
の
移
民

労
働
者
及
び
そ
の
家
族
構
成
員
の
権
利

の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
」
で
は
、

非
正
規
労
働
者
も
保
護
の
対
象
で
あ

る
。
わ
ざ
わ
ざ
「
非
正
規
移
民
労
働
者

は
対
象
外
」
と
い
う
文
言
を
盛
り
込
ん

だ
の
は
、
非
正
規
移
民
労
働
者
の
権
利

保
護
ま
で
要
求
さ
れ
た
く
な
い
受
入
国

側
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

第
三
に
、
こ
の
宣
言
で
は
労
働
者
本

人
を
対
象
と
す
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、「
す
べ
て

の
移
民
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
構
成
員

の
権
利
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
」

で
は
労
働
者
の
家
族
も
保
護
の
対
象
で

あ
る
。
四
四
カ
国
が
批
准
し
た
こ
の
条

約
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
批
准
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
署
名
し
て
い
る
。
二
〇
〇

七
年
の
宣
言
を
策
定
す
る
過
程
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
、
こ

う
し
た
国
際
条
約
や
国
際
労
働
機
関
の

基
準
に
則
し
て
移
民
労
働
者
の
家
族
も

保
護
の
対
象
に
含
め
る
よ
う
に
主
張
し

た
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の

反

対

に

あ

っ

た
（Jakarta 

P
o
st, 1

2
 Jan

u
ary, 2

0
0
7
; P
h
il-

ippine D
aily Inq

uirer, 1
1
 Jan
u-

ary, 2
0
0
7

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
容
と
し
て
は
送
出

国
と
受
入
国
双
方
に
と
っ
て
十
分
満
足

い
く
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ひ

と
ま
ず
加
盟
諸
国
は
宣
言
を
発
表
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し

て
宣
言
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後

の
ル
ー
ル
策
定
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
い

う
意
味
で
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

● 

実
効
性
の
あ
る
ル
ー
ル
策
定
に

向
け
て

　
「
移
民
労
働
者
の
権
利
保
護
と
促
進

に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
」
を
受
け

て
、
移
民
労
働
者
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年

に
は
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
（
参
考

文
献
⑫
）。
行
動
計
画
は
、
二
〇
〇
七

年
の
宣
言
の
性
格
を
受
け
継
ぎ
、
各
国

に
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
た
め
の

情
報
共
有
や
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

収
集
が
主
で
あ
る
が
、
一
部
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
点
も
盛
り

込
ま
れ
た
（
表
2
）。

　

第
一
の
テ
ー
マ
で
は
、
斡
旋
業
者
の

規
制
や
労
働
者
へ
の
情
報
提
供
、
労
使

関
係
の
紛
争
解
決
、
出
身
国
へ
の
送
還

と
社
会
復
帰
支
援
な
ど
に
関
す
る
政
策

の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
収
集
す

る
。
ま
た
、
移
民
労
働
者
へ
の
教
育
活

動
と
し
て
、
出
入
国
時
の
手
続
き
や
不

法
入
国
・
滞
在
、
人
身
取
引
の
被
害
状

況
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す

る
な
ど
の
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
の
移
民
労
働
者
行
政
に
つ
い
て

は
、
と
く
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
役
割
が
注

目
さ
れ
る
。
同
国
は
こ
の
分
野
で
は
比

較
優
位
が
あ
り
、
送
出
国
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
に
海
外
労
働

行
政
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

第
三
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
移
民
労

働
者
問
題
と
し
て
人
身
取
引
を
位
置
づ

け
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し

そ
の
取
り
組
み
は
、
越
境
犯
罪
対
策
担

当
の
省
庁
に
委
ね
る
と
い
う
立
場
を

と
っ
て
い
る
。
移
民
労
働
者
に
関
す
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
委
員
会
と
越
境
犯
罪
対
策

表1　移民労働者の受入国および送出国に求められる取り組み
受入国 送出国

1．基本的人権の保障と福祉の向上
2．受入国社会と移民労働者との調和と
寛容の実現

3．情報提供や研修、教育、司法・社会
福祉サービスなどへのアクセス確保

4．公正かつ適切な雇用、賃金、住環境
の確保

5．差別や虐待、搾取に対する訴訟権の
付与

6．逮捕・拘束された労働者に対する送
出国の領事館・大使館による役割行
使への認可

1．人権の保障と促進
2．移民労働に代替する雇用の創出
3．リクルート、出国準備、帰国後の扱
いなど労働者管理手続きの徹底

4．違法斡旋業者の摘発

（出所）参考文献⑪より筆者作成。

表2　移民労働者に関するASEAN委員会の行動計画
テーマ 活動 主導国・組織

1．搾取や差別に対する
労働者の権利保護と
促進

・移民労働者政策に関するベストプラクティス
の収集

・ASEAN事務局

・移民労働者への教育サービスの充実 ・ASEAN事務局

2．移民労働者行政 ・移民労働者保護のベストプラクティスに関す
るワークショップ

・シンガポール（違法斡旋業者の摘発）

・海外労働行政の改善 ・フィリピン

・移民労働者に関するASEANフォーラム ・移民労働者に関するASEAN委員会のホスト国

3．人身取引対策 ・越境犯罪高級事務レベル会合の活動の把握
・越境犯罪高級事務レベル会合と移民労働者に
関する委員会との共同活動

・ASEAN事務局

4．移民労働者の権利保
護と促進のための
ASEANのルール策定

・移民労働者の権利に関する共通理解構築と権
利保護の範囲についてのワークショップ

・フィリピン

・ASEANのルールに関する原則決定 ・タイ、インドネシア、フィリピン、マレーシア

（出所）参考文献⑫より筆者作成。
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担
当
省
庁
と
の
共
同
活
動
の
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
具
体
的
な
計
画
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
人
身
取
引
対
策
に
つ
い
て
は
、
一

九
九
七
年
に
設
置
さ
れ
た
越
境
犯
罪
大

臣
会
議
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
一

九
九
九
年
に
は
行
動
計
画
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
計
画
で
は
と
く
に
女
性

と
児
童
の
人
身
取
引
へ
の
対
策
が
重
要

だ
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑬
）。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
テ
ー
マ
が
各
国
の
自

主
的
な
取
り
組
み
を
う
な
が
す
た
め
の

情
報
共
有
に
焦
点
を
当
て
る
の
に
対

し
、
第
四
の
テ
ー
マ
は
、
加
盟
各
国
を

拘
束
し
う
る
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
た
め

の
合
意
形
成
が
必
要
だ
と
い
う
点
で
性

質
が
異
な
る
。
移
民
労
働
者
の
権
利
保

護
と
促
進
の
た
め
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
加
盟
諸
国
が
二

つ
の
点
で
対
立
し
て
お
り
、
そ
の
策
定

は
進
展
し
て
い
な
い
。

　

第
一
に
、
ル
ー
ル
に
法
的
拘
束
力
を

も
た
せ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
「
移
民
労
働
者
の
権
利
保
護
と
促
進

に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
」
は
非
拘

束
的
な
も
の
で
強
制
力
が
な
い
（
参
考

文
献
⑭
）。
し
か
し
、
宣
言
に
謳
わ
れ

た
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
加
盟

各
国
の
行
動
を
規
制
し
、
約
束
不
履
行

を
回
避
す
る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る

加
盟
国
も
あ
り
、
法
的
拘
束
性
を
高
め

る
こ
と
は
そ
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
正
規
移
民
労
働
者
だ
け
で

な
く
、
非
正
規
移
民
労
働
者
も
保
護
の

対
象
に
入
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。「
移

民
労
働
者
の
権
利
保
護
と
促
進
に
関
す

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
」
で
は
、
正
規
移

民
労
働
者
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
態
と
し
て

待
遇
の
改
善
や
権
利
の
保
護
を
必
要
と

し
て
い
る
の
は
、
非
正
規
移
民
労
働
者

が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、

法
的
拘
束
力
の
あ
る
ル
ー
ル
を
作
り
、

そ
の
ル
ー
ル
は
非
正
規
労
働
者
に
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
両
国
が

作
成
し
た
草
案
を
も
と
に
、
二
〇
〇
九

年
三
月
の
会
合
で
は
、
法
的
拘
束
力
の

あ
る
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
非
正
規
労

働
者
も
保
護
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
加

盟
諸
国
は
一
旦
合
意
し
た
。
し
か
し
、

一
二
月
の
会
合
で
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
も
草
案
を
提
出
し
、
こ
の
二

点
に
つ
い
て
反
対
の
意
向
を
表
明
し
た

（Ja
k
a
rta
 P
o
st, 2

8
 Ja
n
u
a
ry
, 

2
0
1
0

）。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
受
入
国
で
あ
る

タ
イ
や
ブ
ル
ネ
イ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
同
調
し
て
い
る（Ja-

ka
rta
 P
o
st, 1

0
 M
arch

, 7
 M
ay, 

2
0
1
1

）。
興
味
深
い
の
は
、
送
出
国
で

あ
っ
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
距
離
を
置

き
、
移
民
労
働
者
の
権
利
保
護
を
声
高

に
主
張
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
（Ja-

ka
rta
 P
o
st, 1

1
 A
p
ril, 2

0
1
1

）。

こ
れ
ら
の
国
々
に
と
っ
て
は
、
自
国
の

労
働
者
の
権
利
保
護
を
求
め
る
こ
と
が

国
内
の
人
権
侵
害
に
対
す
る
批
判
を
強

め
る
き
っ
か
け
と
な
り
か
ね
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る

話
し
合
い
で
は
受
入
国
の
意
向
が
反
映

さ
れ
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
コ

ン
セ
ン
サ
ス
制
を
意
思
決
定
手
続
き
と

し
て
採
用
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
新

し
い
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
に
消
極
的
な

加
盟
国
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
移
民
労
働
者
の
権
利
保
護
に

関
す
る
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
に
消
極
的

な
受
入
国
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
や
す

い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
立
場
の
違
い
に
よ
り
送
出
国
側
が

一
致
し
て
受
入
国
と
協
議
す
る
状
況
に

な
い
こ
と
も
協
力
が
進
展
し
な
い
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
民
主
主
義
国
は
、

人
権
保
障
の
見
地
か
ら
自
国
の
労
働
者

の
権
利
保
護
や
労
働
環
境
の
改
善
を
要

求
す
る
が
、
自
国
に
人
権
侵
害
な
ど
の

問
題
を
抱
え
る
ベ
ト
ナ
ム
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
は
こ
う
し
た
問
題
を
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
レ
ベ
ル
で
議
論
す
る
こ
と
に
は
消

極
的
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
は
移
民
労
働
者
の
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
ノ
や
カ
ネ
の
移

動
に
比
べ
、
ヒ
ト
の
移
動
は
も
っ
と
も

国
際
的
な
ル
ー
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い

領
域
で
あ
る
。
経
済
統
合
の
深
化
と
い

う
要
請
の
も
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が

ヒ
ト
の
移
動
に
関
し
て
取
り
組
み
を
開

始
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
労
働
形

態
に
よ
っ
て
異
な
る
。
経
済
共
同
体
に

お
い
て
熟
練
労
働
者
の
移
動
の
自
由
が

奨
励
さ
れ
る
一
方
で
、
政
治
安
全
保
障

共
同
体
や
社
会
文
化
共
同
体
に
お
い
て

は
非
熟
練
労
働
者
の
雇
用
環
境
を
ど
う

改
善
す
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
完
成
目
標
時

期
と
な
っ
て
い
る
二
〇
一
五
年
に
は
、

移
民
労
働
者
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
処

方
箋
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
移

民
労
働
者
の
権
利
保
護
に
つ
い
て
実
効

性
の
あ
る
ル
ー
ル
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
作

る
た
め
に
は
、
送
出
国
の
意
向
を
取
り

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

移民労働者問題をめぐるＡＳＥＡＮのジレンマ
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本
稿
で
議
論
し
た
よ
う
に
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
大
き
な
進
展
は
期
待
で

き
そ
う
に
な
い
。
加
盟
各
国
に
と
っ
て

は
、
国
内
措
置
や
二
国
間
協
力
を
通
じ

て
当
座
の
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
の

が
現
実
的
な
方
法
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

た
だ
し
、
実
効
的
な
国
内
措
置
や
二

国
間
協
力
を
進
め
る
際
の
原
則
や
基
準

を
提
示
す
る
意
味
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
を
協
議

し
、
ル
ー
ル
作
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。
経
済
統
合
が
進
展
す

る
な
か
で
、
労
働
者
の
越
境
移
動
は
ま

す
ま
す
活
発
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
対
立
を
抱
え
な
が

ら
も
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
合
意
を
蓄

積
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
の

移
動
の
法
制
度
」
研
究
会
の
調
査
研
究

報
告
書
（
二
〇
一
一
年
度
）
を
加
筆
・

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
す
ず
き　

さ
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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